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 8 月 6 日（土）松阪市・華王殿にて、

三重漁連と三重県黒のり養殖研究会が

2022年度三重県黒のり漁期前研修会を

開催しました。 

 今年度は人数制限を設ける等、新型コ

ロナウイルス感染防止を徹底し、桑名か

ら鳥羽までの生産者および漁協職員、

県・市町担当者等、関係者ら約 90 名が

参加しました。 

 午前の部では、三重漁連購販事業部の

り海藻課より、「昨漁期の振り返り及び

来漁期に向けて」、指導部より「今漁期

の推進について」の講演も行いました。 

午後からは、三重県鈴鹿水産研究室の

岩出将英氏より「昨漁期の振り返りと今

後の課題について」、㈱シーフーヅ福

井・松本悟氏より「海苔業界の市況につ

いて」、三重県環境生活部大気・水環境

課の国分秀樹氏より「三重県の第 9 次

総量削減の方針について」、佐賀大学 招

聘教授 川村嘉応氏より「色落ちの発生

メカニズムとその対策」についての講演

が行われ、参加者は熱心に耳を傾けてい

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三重県水産物消費拡大促進協議会は、

本年度も下記の通り「おさかな料理コン

クール」の作品を募集しています。応募

要領等の詳細情報については、「三重漁

連」のホームページに掲載しております。 

 

 

 

「第 44 回三重県海の子作品展」の募集

が始まりました。“海を愛し、漁業に対

する理解と認識を高めるとともに、漁業
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後継者の育成強化を図ること”を目的と

して毎年実施している同作品展は、県下

沿海市町の小中学校を対象に募集を行

い、審査の上、各賞を選定します。上位

入賞作品については、全国展へ推薦され、

入賞作品は三重漁連のホームページに

て公開予定。応募の締め切りは 9 月 16

日（金）まで。応募要領等につきまして

は、上記と同じく「三重漁連」のホーム

ページに掲載しています。 

 

 

 

7 月 23 日（土）、津カントリーにて海

難遺児チャリティコンペ第17回マリン

カップが開催されました。 

 同コンペは、海難遺児への支援を目的

にＮＰＯ法人朝光クラブが主催してい

るもので、プレー参加費の一部を漁船海

難遺児育英会へ寄付しています。三重漁

連や三重県漁協女性部連合会も後援し

ており、17 回目の開催となった今回も

多くの参加者が集まりました。昼食時に

は、漁協女性部を中心に三重県産各種水

産物を活用した手こね寿司や焼きそば、

焼き貝等を振る舞い、参加者は海の幸を

存分に楽しみました。 

  

 
 

 

 

 

2022 年 11 月 27 日（日）に東京日比

谷公園にて、3 年ぶりに「第 8 回 Fish-1

グランプリ」が開催されることとなった。 

Fish-1 グランプリは回を重ねるごと

に来場者数や掲載メディア数も増え、全

国規模で国産水産物の消費拡大や情報

発信ができる場となっている。同グラン

プリにおいて、「プライドフィッシュの

料理コンテスト」も同時に実施される。 

つきましては、プライドフィッシュＷＥ

Ｂサイト公開中の素材を活かした漁師

料理や浜料理、直営の飲食店メニューな

ども参考にご検討の上、是非ご応募下さ

い。 

 

 

 

 

本文の無断転載・転用等は固くお断りします。 
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応募に係るお願い（全漁連より） 

海難遺児チャリティコンペ 

第 17 回マリンカップ開催！ 


